
　干潟（ひが
た）とは、河口
付近での満潮
（まんちょう）の

ときに水にひたされ干潮（かんちょう）のと
きには陸上に現れる泥（どろ）や砂（すな）
でできた浜（はま）のことをいいます。干潟
には、ほかの場所で見ることができないめ
ずらしい植物や動物がすんでいます。最
近、河口や海岸の工事のために、全国的に
干潟の自然が失われていますが、大分市に
残されている干潟には、今でも自然の動物
や植物が生活しているのです。

　植物ではハママツナ・ハマサジ・フク
ド・ナガミノオニシバなどが、環境のちが
うところにそれぞれ群落（ぐんらく）をつくっ
ています。
　このような植物や打ち上げられたゴミ・
藻類（そうるい）などを食物として、トビムシ・
ゴカイ・カニ・貝の仲間が多く生活していま
す。とくにカニ類の生活や行動の仕方はと
ても興味深いものがあります。
　また、このような小動物を食べにたくさん
の鳥たちがやってきます。干潟は春と秋の
渡り鳥の大切な休憩（きゅうけい）場所で
もあるのです。

Field Story

　護国神社（ごこくじんじゃ）は、大分市の
市街地や臨海（りんかい）工業地帯をひと
目で見わたすことができる高台にあります。
　広い境内（けいだい）はアラカシやコナ
ラの林におおわれ、春はブンゴウメやサ
クラの花、夏は昆虫採集、秋はドングリ
拾い、冬は落ち葉を踏（ふ）んでの散歩な
ど、四季を通して自然を楽しむことができ
ます。参道は、緑につつまれて小鳥がさえ
ずり、樹木（じゅもく）には名札が下がっ
ています。池にはカルガモがすみつき、夏

は甲羅干（こうらぼ）しをしているイシガメ
や牛に似た声で鳴くウシガエル（３９ペー
ジ参照）がみられます。小川に沿（そ）った
スギ林の中はシダ類が群生（ぐんせい）
し、水辺にはセキショウがはえています。
東の尾根（おね）の山道を登ると、初夏は
コナラの新緑、スズランのような花がす
ずなりのネジキ、ヤマツツジの赤い花が
人目をひきます。夏は、コナラやクヌギの樹
液（じゅえき）にカブトムシやクワガタが集
まります。秋から初冬はハゼノキやコナラ
の紅葉（こうよう）が美しく、ここには今も里
山の風景が残っています。
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